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Summary : I estimated sika deer (Cervus mppon) density by pellet count method血 dc出neratrap 

me也odin Mt Amari. Yamanashi Prefecture， ]apan. I established 40 (1 x 1田)quadra柏田 grasslands(:初

quadrats) and forests (20 quad四回:jaod counted也enu血berof newly excreted pellets by month. However， 

I could not estimate sika deer density because of little new pellets. Whereas， I set 10 motion triggered 

C割問r踊叩d3お sikadeer were photographed by these c副ner出.Sika deer density w:踊 estima阻d踊 9.4

deer !km' in J叫y.邑9deer!km' in August， 7.9 deer/km' in Septe田ber.7.3 deer /k皿.'in October. and 6.2 

deer/km' in November. respectively. The estima担ddensity by camera廿apmethod should be valida土ed

byo也ermethod in future studies 

要旨 山梨県韮崎市甘利山におけるニホンジカの密度を把握するため、糞粒法とカメラトラップ法を甘利山

で行った。糞粒法は草原と森林で20調査区 (1つの調査区は1x 1m)ずつ設置し、毎月新たに排法された

糞粒数を調べた。しかし、調査区内に排概される糞粒が非常に少なく、個体数を推定することはできなかったc

~---方、 10 台の自動撮影カメラを設置したところ、ニホンジカは合計で 325 個体撮影され、その密度は 7 月は

9.4頭Ikm'、 8月は6.9頭Ikm'、 9月は7.9頭Ikm'、 10月は7.3頭Ikm'、II月は邑2頭Ikm'と推定された。

今後は、他の推定方法との比較を行い、カメラトラップ法の推定値の妥当性を検証する必要がある。

1 はじめに

近年、ニホンジカ (CervusnIppon、以下

シカとする)がその個体数を増加させ(Iijima

and Ueno 2016)、山梨県内の森林(日imaand 

Nagaike 2015)のみならず、山梨県に豊富に存

在する半自然草原の植生に深刻な影響を与えて

いる(大津ほか 2011: Nagaike et aI. 2014)。そ

のような影響を受けている半自然草原のーっと

して、甘手u山が挙げられる。甘利山では、これ
まで防鹿柵による対策が主に行われてきたが、

櫛を設置すべき面積が膨大であるため、近年で

はシカの捕獲に関心が集まっている。

シカによる植生への影響を低減するためにシ

カの捕獲を行う場合、現状のシカの個体数ある

いは密度指標(以下、単に数とする)を把握す

ることは、捕獲の効果を検証する上で重要であ

る。しかし、甘京Uillではこれまでシカの数に関す

る調査は行われてこなかった。甘利山を管理する

NPO法人甘利山倶楽部 (http://amariyamaclub.

or.tvl、2016年 12月7日確認)は、シカの数を

評価して甘利山のシカ管理に生かしたいという

考えを持っているため、非専門家でも実施可能

な方法によるシカの数の評価が必要である。

シカの数を評価する方法は様々な種類がある

が(飯島 2016)、単一の方法によってシカの数の

変化を評価することは観測誤差等のため適切で

はない (Unoet al. 2∞6)。また、甘利山周辺と
いう比較的狭い空間スケ-}レのシカの数を評価

でき、非専門家でも無理なく実施できる方法を

用いる必要がある。本研究では、糞粒法(佐藤

ほか 2∞5)およびカメラトラップ法 (Rowcli宣告
et aI. 2008)の2種類の方法を同時に実施し、甘

利山でのシカの数の評価に適した方法を明らか

にすることを目的とした。

本研究は、山梨県森林総合研究所研究課題「ニホンジカに関するモニタリングの効率化・高精度化に関する研究J(平成27-30年度)
の一部として実施した。
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2 調査方法

2.1 鯛査地
調査地は、山梨県韮崎市に位置する甘利山(標

高1731m)周辺である(図1)。甘利山は山頂付
近に大規模な草原が存在し、レンゲツツジが優

占している(久保・長池底的7)。甘利山の標高約

16拘nまでは道路が建設されており、現地到達
は容易である。

図1 111査地
この地図は、 f国土Jt理院の也子総形図(タイル)に、設置した
自動獲量~:fJメラの位置を追認して線級したものである。揖色の
丸は、自動撮影カメラ~綾置した位置である.

2.2 糞粒法
2016年5月1日に、甘利山周辺に1x 1mの
調査区を40個(草原20個、森林20個)設置した。
草原と森林ごとに調査区を設置したのは、環境

によってシカの糞の消失速度が異なることが知

られている(佐藤ほか叙泊5)ためである。設置

時に調査区内のシカ糞を全て除去し、その後1ク

月ごとに調査区内のシカ糞の数を数えた。調査

区あるいはその周辺で調査時に新鮮なシカ糞が

得られた場合は、調査区の脇にシ7J糞を設置し、

1ヶ月毎に消失した数を数えた。消失事に与える

温度の影響を検討するため、草原と森林に温度

計(サーモクロンGタイプ，KNラボラトリーズ，

大阪〉を6個ずつ設置した〈ただし、草原の2個

は動作不良のためデータを取得できなかった)。

温度計により、 2時間ごとに気温を測定した。

2.3 カメラトラップ法

2016年7月8日に、甘利山周辺に自動撮影カ

メラ (LtlAcorn 6210MC. Ltl Acom Outd∞Irs. 
Wis∞凶in， USA)を10台設置した(図1)。自動
撮影カメラはできるだけ等間隔になるように配置

したが、地形などの制約から2台のみ若干離れ

た箇所の設置となった。自動撮影カメラの設定

は、検知撮影後の再検知までの間隔を1分とした。

2016年11月28日に、自動撮影カメラから画像
を回収し、カメラかっ月ごとにシカの撮影枚数を

集計した。 Rowcliffeet al. (2∞8)の以下の式に

従い、シカ密度(頭lkm2= D)を推定した。

D= Yπ  
t rv(2+ (}) 

ここでyは撮影枚数、 tは月ごとの稼働日数、 8

1まカメラの面角のラジアン値、けまカメラの検知

可能距離 (km)、v，まシjJの移動速度 (km/日)

である。本研究では、 01ま1∞。/(180/π}、rは
25/1ぽ渇 (httpゾ'/c創ns.co.jp/jugai-seihin/sensa-

car.neral1tl~210/、初16年 12 月 9 日i確認〉、 v は
山梨県の富士山周辺のメスジカ成獣1個体に装着

したGPSの1時間毎の部位点から計算された移

動速度(1.02114km/目;小平未発表)とした。
vについては、当該地法のシコりから、より短い測

位閑婦のデータを用いていて評価すべきであるた

め、本研究T推定されるシカ密度はあくまで参考

値と考えるべきである。

3 結果及び考察

調査区に新たに排油された糞綾数は月ごとに大

きく異なったが、いずれの月でも糞粒数は非常に

少なかった(図2)。糞粒の消失宰を算出するた

めに必要な新鮮な糞を、調査区以外でも探索した

が、 6月と 11月を除いて十分な数を発見するこ
とができなかった。そのため、本研究では糞粒数

に基づいて個体数を推定することはできなかっ

た。調査区数を増加させれば推定できるかも知れ

ないが、そのためには調査労カも増加させる必要
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のカメラのデータを用いて月ごとのシカ密度を推

定した結果、 7月は9.4頭Ikm2、8月は6.9頭/

km2、9月は7.9頭Ikm2、10月は7.3頭Ikm2、11

月は6.2頭Ikm2と推定された。カメラは約30ha
に1台の密度で設置しているので、カメラ設置範

囲でのシカの個体数は 19頭から 28頭で変動した

と考えられる。本調査地で同時期に利用可能なシ

カの個体数推定結果が存在しないため、カメラト

ラップ法による推定結果の妥当性は現時点では検

証できない。今後、他の推定結果との比較が必要

である。

今後、甘利山倶楽部が継続的に甘利山のシカ密

度の変化を把握するためには、糞粒法よりもカメ

ラトラップ法の方が調査労力が少なく、得られる

データも多いことから、カメラトラップ法が適し

ていると考えられた。

がある。 6月から 7月にかけての消失率は、草原

と森林の両方で6.7%、11月から 12月にかけての

消失率は草原で8.2%、森林で5.5%であった。月

ごとの平均気温は草原と森林で明確な違いは見ら

れず、 8月を最大として 11月に最も低くなって

いた(図3)。

表 1自動撮影カメラで撮影された動物種毎の枚数
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図2 月ごとに新たに排泊された糞粒数

調査区は、草原と森林でそれぞれ20個ずつ設置した。
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図3 草原と森林での月平均気温
縦軸の値は、森林と草原で複数の温度計から得られた値を平均
したものである。

自動撮影カメラで撮影された晴乳類は、 7種で

あり、シカが最も多かった(表1;図4)。

Rowcliffe et al. (2008)の方法に従って、全て
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図4 自動撮影カメラで撮影された動物
動物種は左上から右下に向かつて行方向でシカ(オス)、シカ(メ

ス)、ツキノワグマ、イノシシ、ニホンザル、ホンドテンである。
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